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1   ユーカリ通信

モデラー河井登喜夫を
送る会HPと、Web葬儀
作業チーム

渡邉彌太郎氏箱根祭壇

ご自宅での献灯葬

青山葬儀所見学会

ホテルメモリアル

1
9
9
6
年
、東
急
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
出
身
の
山
本
浩
が
創
業
し
、二

代
目
岡
道
明
が
そ
の
後
の
10
年
、

経
営
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、創
業
20
周
年
を
節
目

に
、東
急
出
身
の
林
正
弘
が
会
長

に
、常
務
取
締
役
の
東
三
元
が
社
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
創
業
の
精

神
は
広
告
代
理
店
ら
し
く
、ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
に
心
暖
ま
る「
旅
立
ち
」

を
演
出
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

・ 

・ 

・ 

創
業
3
年
後
の
1
9
9
9
年
に

は
、モ
デ
ラ
ー
故
河
井
登
喜
夫
氏
の

葬
儀
で
、日
本
で
初
め
て
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
た「
W
e
b

葬
儀（
ハ
イ
パ
ー
セ
レ
モ
ニ
ー
）」を

実
施
し
て
、一

躍
業
界
の
注

目
を
浴
び
ま

し
た
。
そ
の
後
も
生
花
と
得
意
の
映

像
と
音
楽
を
絶
妙
に
組
み
込
ん
だ

「
お
別
れ
の
ス
タ
イ
ル
」を
開
発
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

・ 

・ 

・ 

5
年
後
の
2
0
0
4
年
に
は
、山

田
太
一
さ
ん

を
審
査
委
員

長
に
迎
え
、

「
自
由
葬
ア

イ
デ
ア
コ
ン

テ
ス
ト
」を

行
い
ま
し
た
。

「
献
灯
葬
」が

優
秀
賞
に
選

ば
れ
、翌
年
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は「
献

灯
葬
」の
模
擬
セ
レ
モ
ニ
ー
を
セ
ル

リ
ア
ン
タ
ワ
ー
東
急
ホ
テ
ル
で
行
い

ま
し
た
。
こ
の
献
灯
葬
は
今
も
人
気

が
高
く
、ご
自
宅
で
の
家
族
葬
で
も

し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

・ 

・ 

・ 

2
0
0
8
年
に
は
、99
才
の
箱
根

駅
伝
ラ
ン
ナ
ー
故
渡
邉
弥
太
郎
氏
の

葬
送
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

「
炎
の
ラ
ン
ナ
ー
」の
楽
曲
に
乗

せ
て
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
取
り

入
れ
た
映
像
を
放
映
し
、氏
の
偉
業

を
偲
び
ま
し
た
。

祭
壇
は
氏
が
力
走
し
た
箱
根
の
山

を
モ
チ
ー
フ
に
、国
体
で
の
東
京

チ
ー
ム
の
水
色
ブ
レ
ザ
ー
を
着
た
渡

邉
氏
が「
お
い
、お
ま
え
元
気
か
?
」

の
い
つ
も
の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う

な
セ
レ
モ
ニ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

・ 

・ 

・ 

ま
た
同
年
に
は
セ
ミ
ナ
ー
の
一
環

と
し
て
、30
年
ぶ
り
に
改
装
さ
れ
た

青
山
葬
儀
所
の
見
学
会
を
、業
界
に

先
駆
け
、東
急
グ
ル
ー
プ
各
社
の
総

務
関
係
者
を
招
い
て
行
い
ま
し
た
。

出
席
者
か
ら
は「
こ
の
式
場
は
テ

レ
ビ
で
み
る
と
巨
大
施
設
の
印
象

だ
っ
た
が
、実
際
に
見
る
と
意
外
に

小
ぶ
り
」「
さ
す
が
に
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
」な

ど
の
感
想
が

あ
り
ま
し

た
。
格
式
の

高
い
中
に
も

使
い
や
す
い

工
夫
が
凝
ら

さ
れ
て
い
ま

し
た
。

・ 

・ 

・ 

大
き
な
葬
儀
か
ら
、お
身
内
だ
け

の
家
族
葬
、無
宗
教
で
の
お
見
送
り

も
、送
る
側
と
送
ら
れ
る
側
の
気
持

ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、よ
り
エ
レ

ガ
ン
ト
に
、こ
こ
ろ
を
込
め
て
お
手

伝
い
い
た
し
ま
す
。

・ 

・ 

・

お
か
げ
さ
ま
で
、「
ユ
ー
カ
リ
通

信
」は
17
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
せ

い
わ
ラ
イ
フ
」を
検
索
し
、バッ
ク
ナ
ン

バ
ー
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

w
w
w
.seiw

a-life.co.jp

せ
い
わ
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス  

創
業
20
周
年



31
×
30
×
14（
19
）㎝
、５
０
０ｇ

14
ℓ（
拡
張
時
）

１
７
、２
８
０
円

健康
レシピ

シ
ェ
フ
ス
ダ 

パ
リ
の
食
堂

0
4
8（
4
7
6
）1
2
8
8

鮭
の
白
子
と
丸
ご
と
ト
マ
ト
の

グ
ラ
タ
ン
仕
立
て

免
疫
力
を
高
め
る

カ
ナ
ナ
プ
ロ
ジ
ェク
ト「
ワ
ン
デ
イ
パッ
ク
」

さんぽ道

須
田
健
一

  

C
H
E
F 

S
U
D
A 

パ
リ
の
食
堂

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

内
藤
昌
宏

　

野
口
和
秀

ホ
テ
ル
伊
豆
急  

東
京
予
約
セ
ン
タ
ー

ユーカリ通信   2

機
能
満
載
、お
し
ゃ
れ
な
リ
ュ
ッ
ク

海
が
は
こ
ぶ
素
敵
な
休
日

東
急
百
貨
店 

東
横
店

0
3（
3
4
7
7
）3
1
1
1（
代
表
）

w
w

w
.tokyu-dept.co.jp

■

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諺
に「
ト
マ
ト
が

赤
く
な
る
と
医
者
が
青
く
な
る
」と

あ
り
ま
す
。

栄
養
豊
富
な
ト
マ
ト
と
細
胞
を
整

え
る
力
の
あ
る
核
酸
を
含
む
鮭
の
白

子
を
グ
ラ
タ
ン
に
し
ま
し
た

■
材
料
（
2
人
分
）

＊
鮭
の
白
子・・・・・・・・・・・・・・・１
２
０ｇ

＊
ト
マ
ト
大・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２
個

＊
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス・・・・・・・・・・・・80
g

＊
白
ワ
イ
ン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３０
㏄

＊
オ
リ
ー
ブ
油・・・・・・・・・・・・・・・・・・少
々

＊
パ
セ
リ
、ニ
ン
ニ
ク・・・・・・・・・・・・少
々

＊
粉
チ
ー
ズ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少
々

＊
フ
ラ
ン
ス
パ
ン・・・・・・・・・・・・・・・・４
枚

＊
香
草・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少
し

＊
イ
ン
ゲ
ン
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー　

■
作
り
方

①
ト
マ
ト
の
ヘ
タ
の
方
が
フ
タ
に
な

る
よ
う
に
横
に
ス
ラ
イ
ス
す
る
。

　

ト
マ
ト
の
中
身
を
少
し
だ
け
く
り

抜
き
、
ト
マ
ト
の
器
を
作
る
。

②
鮭
の
白
子
は
一
口
大
に
カ
ッ
ト
し

て
塩
・
こ
し
ょ
う
を
し
て
、
フ
ラ

イ
パ
ン
で
オ
リ
ー
ブ
油
を
使
っ
て

焼
き
、
み
じ
ん
切
り
し
た
ニ
ン
ニ

ク
・
パ
セ
リ
を
加
え
て
香
り
が
出

た
ら
白
ワ
イ
ン
を
入
れ
る
。

③
①
の
ト
マ
ト
の
器
に
②
の
白
子
を

入
れ
、
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
を
か
け

て
、
ヘ
タ
の
所
も
一
緒
に
オ
ー
ブ

ン
に
入
れ
、
2
4
0
度
で
5
〜
6

分
焼
き
上
げ
ま
す
。

白
子
に
は
一
度
火
が
通
っ
て
い
ま

す
の
で
、
生
焼
け
の
心
配
は
い
り
ま

せ
ん
。
香
草
・
ボ
イ
ル
し
た
イ
ン
ゲ

ン
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
飾
っ
て
お

し
ゃ
れ
に
仕
上
げ
ま
す
。

伊
豆
半
島
の
南
に

位
置
す
る
下
田
は
、

海
と
山
と
が
織
り
な
す

豊
か
な
自
然
と
、
日
本
開
国
の
舞
台

と
な
っ
た
歴
史
が
魅
力
の
ま
ち
。

そ
の
中
心
地
、
伊
豆
急
下
田
駅
か

ら
車
で
約
10
分
。
ま
る
で
南
国
を
思

わ
せ
る
、
広
大
で
美
し
い
白
浜
海
岸

の
目
の
前
に
、
ホ
テ
ル
伊
豆
急
は
ご
ざ

い
ま
す
。

当
館
の
自
慢
は
、
各
お
部
屋
か
ら一

面
に
広
が
る
海
の
素
晴
ら
し
い
眺

望
と
、２
種
類
の
泉
質
を
お
楽
し

み
い
た
だ
け
る
湯
量
豊
富
な
温
泉

で
す
。

こ
の
度
「
ユ
ー
カ
リ
通
信
を
見

た
」
と
ご
予
約
を
い
た
だ
き
ま
し

た
お
客
様
に
「
金
目
鯛
」「
伊
勢
海

老
」「
ア
ワ
ビ
」
の
三
大
味
覚
料
理

を
ご
堪
能
い
た
だ
け
る
お
得
な
特

別
プ
ラ
ン（
２
名
様
よ
り
承
り
ま

す
）
を
ご
用
意
い
た
し
ま
し
た
。

詳
細
は
お
電
話
に
て
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
ご
ろ
の
喧
騒
を
離
れ
、
身
も

心
も
ゆ
っ
た
り
と
。
南
伊
豆
の
自
然

の
恵
み
を
五
感
で
ご
満
喫
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
、ス
タ
ッ
フ
一
同
皆
様

の
お
越
し
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
。

レ
ジ
ャ
ー
は
も
ち

ろ
ん
、ち
ょ
っ
と
し

た
お
散
歩
に
も
お
す
す
め
の

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
で
す
。

柔
ら
か
な
素
材
感
、背
負
っ
た
と

き
の
フ
ィ
ッ
ト
感
と
す
っ
き
り
と

し
た
シ
ル
エ
ッ
ト
。
肩
ひ
も
が
ず
り

落
ち
に
く
い
よ
う
に
調
節
で
き
る

ス
ト
ラ
ッ
プ
や
豊
富
な
仕
切
り
、

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
が
つ
い
た
前
ポ

ケ
ッ
ト
に
は
頻
繁
に
出
し
入
れ
す
る

小
物
を
、背
面
の
ポ
ケ
ッ
ト
は
貴
重

品
を
収
納
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ

ケ
ッ
ト
に
、と
機
能
も
満
載
で
す
。

お
出
か
け
先
に
応
じ
て
使
い
分

け
で
き
る
リ
ュ
ッ
ク
と
手
提
げ
の

２
Ｗ
Ａ
Ｙ
仕
様
で
、マ
チ
が
拡
張
で

き
て
容
量
も
大
き
め
の
た
っ
ぷ
り

収
納
な
の
で
、１
泊
旅
行
に
も
お
す

す
め
で
す
。

東
急
百
貨
店 

婦
人
・
紳
士
統
括
部

 

鞄
・
旅
行
用
品
担
当
バ
イ
ヤ
ー

ホ
テ
ル
伊
豆
急

ホテル伊豆急
東京予約センター 03-3463-8201



便り
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『
世
界
』

独
自
の
作
品
世
界
を
確
立
す
る

赤
堀
雅
秋
×
シ
ア
タ
ー
コ
ク
ー
ン

第
3
弾
！

監
督
・
脚
本

パ
ス
カ
ル・プ
ザ
ド
ゥ
ー
「
92
歳
の
パ
リ
ジ
ェン
ヌ
」

〝
美
し
い
人
生
〞 〝
美
し
い
旅
立
ち
〞

〝
美
し
い
人
生
〞 〝
美
し
い
旅
立
ち
〞

遺
言
と
花
押
〈
最
高
裁
判
決
よ
り
〉

こんな本
こんな映画

3   ユーカリ通信

B
u
n
k
a
m
u
r
a
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

0
3（
3
4
7
7
）9
9
9
9

w
w

w
.bunkam

ura.co.jp

シ
ネ
ス
イ
ッ
チ
銀
座  

12
月
9
日
ま
で
予
定

お
問
合
せ
／
0
3（
3
5
6
1
）0
7
0
7

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諺
に「
ト
マ
ト
が

赤
く
な
る
と
医
者
が
青
く
な
る
」と

あ
り
ま
す
。

栄
養
豊
富
な
ト
マ
ト
と
細
胞
を
整

え
る
力
の
あ
る
核
酸
を
含
む
鮭
の
白

子
を
グ
ラ
タ
ン
に
し
ま
し
た

■
材
料
（
2
人
分
）

＊
鮭
の
白
子・・・・・・・・・・・・・・・１
２
０ｇ

＊
ト
マ
ト
大・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２
個

＊
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス・・・・・・・・・・・・80
g

＊
白
ワ
イ
ン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３０
㏄

＊
オ
リ
ー
ブ
油・・・・・・・・・・・・・・・・・・少
々

＊
パ
セ
リ
、ニ
ン
ニ
ク・・・・・・・・・・・・少
々

＊
粉
チ
ー
ズ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少
々

＊
フ
ラ
ン
ス
パ
ン・・・・・・・・・・・・・・・・４
枚

＊
香
草・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少
し

＊
イ
ン
ゲ
ン
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー　

■
作
り
方

①
ト
マ
ト
の
ヘ
タ
の
方
が
フ
タ
に
な

る
よ
う
に
横
に
ス
ラ
イ
ス
す
る
。

　

ト
マ
ト
の
中
身
を
少
し
だ
け
く
り

抜
き
、
ト
マ
ト
の
器
を
作
る
。

②
鮭
の
白
子
は
一
口
大
に
カ
ッ
ト
し

て
塩
・
こ
し
ょ
う
を
し
て
、
フ
ラ

イ
パ
ン
で
オ
リ
ー
ブ
油
を
使
っ
て

焼
き
、
み
じ
ん
切
り
し
た
ニ
ン
ニ

ク
・
パ
セ
リ
を
加
え
て
香
り
が
出

た
ら
白
ワ
イ
ン
を
入
れ
る
。

③
①
の
ト
マ
ト
の
器
に
②
の
白
子
を

入
れ
、
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
を
か
け

て
、
ヘ
タ
の
所
も
一
緒
に
オ
ー
ブ

ン
に
入
れ
、
2
4
0
度
で
5
〜
6

分
焼
き
上
げ
ま
す
。

白
子
に
は
一
度
火
が
通
っ
て
い
ま

す
の
で
、
生
焼
け
の
心
配
は
い
り
ま

せ
ん
。
香
草
・
ボ
イ
ル
し
た
イ
ン
ゲ

ン
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
飾
っ
て
お

し
ゃ
れ
に
仕
上
げ
ま
す
。

初
登
場
の「
殺
風
景
」（
14
年
）で

は
、凄
惨
な
殺
人
事
件
を
題
材
に
、

家
族
と
土
地
の
歴
史
と
因
縁
を
描

き
、続
く「
大
逆
走
」（
15
年
）で
は
、

ダ
メ
男
た
ち
の
一
夜
の
大
暴
走
に

よ
る
オ
フ
ビ
ー
ト
な
笑
い
を
提
供
。

そ
し
て
期
待
が
高
ま
る
今
回
は
、

原
点
に
立
ち
返
っ
て
描
く
〝
市
井

の
人
々
と
そ
の
暮
ら
し
〞。
多
彩
な

キ
ャ
ス
ト
に
書
き
下
ろ
す
新
作
は
、

人
間
の
本
質
を
あ
ぶ
り
だ
し
、「
世

界
」の
成
り
立
ち
と
そ
の
真
理
ま

で
を
も
見
せ
て
く
れ
る
ー
人
生
は

喜
劇
。
出
演
者
は
、
演
劇
界
の
重

鎮
・
風
間
杜
夫
を
は
じ
め
、大
倉
孝

二
、
早
乙
女
太
一
な
ど
演
技
巧
者

が
集
結
す
る
。
ま
た
、本
作
品
が
初

舞
台
と
な
る
広
瀬
ア
リ
ス
の
演
技

に
も
期
待
が
高
ま
る
。

2
0
1
7
年
1
月
11
日
㈬
〜
28
日
㈯

〈
会
場
〉B
u
n
kamura
シ
ア
タ
ー
コ
ク
ー
ン

〈
作
・
演
出
〉
赤
堀
雅
秋

〈
キ
ャ
ス
ト
〉風
間
杜
夫
、大
倉
孝
二
、早

乙
女
太
一
、広
瀬
ア
リ
ス
、青
木

さ
や
か
、和
田
正
人
、福
田
転

球
、赤
堀
雅
秋
、梅
沢
昌
代
、

鈴
木
砂
羽

・
S
席
：
1
0
、0
0
0
円

・
A
席
：
8
、0
0
0
円

・
コ
ク
ー
ン
シ
ー
ト
：
5
、0
0
0
円

（
全
席
指
定
・
税
込
・
未
就
学
児
不
可
）

92
歳
の
誕
生
会
の
席

上
、「
い
ま
ま
で
あ
り
が

と
う
。い
い
人
生
だ
っ
た
」

と
の
感
謝
の
あ
い
さ
つ
の

後
、「
2
ヵ
月
後
の
10
月
17
日
に

私
は
逝
き
ま
す
」と
家
族
の
前
で

宣
言
す
る
。
家
族
は
そ
の
言
葉

に
動
揺
し
、
翻
弄
さ
れ
る
。「
最

後
の
瞬
間
ま
で
自
分
の
人
生
を

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
」と
い

う
母
の
堅
い
信
念
に
動
か
さ
れ
、

そ
の
日
ま
で
娘
は
母
に
寄
り
添
う
。

肉
体
の
安
ら
ぎ
を
求
め
、人
生
を
終

え
る
日
を
決
め
実
行
し
た
、フ
ラ
ン

ス
元
首
相
の
母
で
元
助
産
師
の
実

話
。「
人
は
花
と
贈
り
物
に
迎
え
ら

れ
て
、こ
の
世
に
来
る
。
去
る
時
も

同
じ
よ
う
に
し
て
、何
が
悪
い
の
?
」

と
母
は
い
う
。
母
の
決
断
を
受
け
入

れ
て
、希
望
に
従
う
瞬
間
か
ら
葬
送

が
始
ま
り
、家
族
の
新
た
な
生
活
が

始
ま
る
。「
生
と
死
」「
尊
厳
死
」と

い
う
重
い
テ
ー
マ
を
や
さ
し
く
教
え

て
く
れ
る
話
題
の
映
画
で
す
。

ユ
ー
カ
リ
通
信
・
編
集
室

２
０
１
６
年
６
月
３
日
最
高
裁

判
所
は
、
遺
言
書
作
成
に
あ
た
っ

て
、
花
押（
か
お
う
）を
押
印
の
代

わ
り
に
使
う
こ
と
に
つ
い
て「
花

押
は
押
印
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
」

と
の
判
断
を
示
し
ま
し
た
。「
花
押
」

と
は
歴
史
上
の
武
将
や
近
代
の
軍

人
、
現
代
に
な
っ
て
も
政
治
家
な

ど
が
自
署
の
署
名
の
後
に
筆
で
書

き
入
れ
る
印
鑑
代
わ
り
の
判
の
こ

と
で
す
。

自
筆
遺
言
は
、①
全
文
自
筆
で
あ

る
こ
と　

②
日
付
が
記
載
さ
れ
て

い
る
こ
と　

③
自
書
押
印
が
あ
る

こ
と
、
と
い
う
要
件
が
あ
る
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
本
件
は
こ
の
三
番
目
の
要
件

で
あ
る
自
書
押
印
に
つ
い
て
争
わ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
つ
ま

り
押
印
が
な
い
代
わ
り
に
花
押
が

記
さ
れ
て
い
た
遺
言
書
の
有
効
性

に
つ
い
て
の
訴
訟
で
す
。

我
が
国
に
は
、
公
文
書
や
公
的

文
書
に
は
署
名
を
し
た
後
に
押
印

を
し
て
そ
の
文
書
を
完
結
さ
せ
る
、

と
い
う
慣
習
が
あ
り
ま
す
。
最
近

で
こ
そ
押
印
省
略
で
も
こ
と
が
足

り
る
手
続
き
書
類
が
た
ま
に
見
受

け
ら
れ
ま
す
が
、
原
則
は
押
印
が

必
要
で
す
。
遺
言
は
財
産
と
身
分

関
係
の
意
思
を
表
わ
す
大
切
な
も

の
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
そ
の
慣
習

を
重
ん
じ
た
判
決
で
す
。

一
旦
最
高
裁
判
所
で
示
さ
れ
た

以
上
、
こ
の
判
例
を
覆
す
の
は
実

務
的
に
は
な
か
な
か
至
難
で
す
。

敢
え
て
趣
味
的
な
花
押
の
こ
と
で

大
事
な
遺
言
を
無
効
に
せ
ず
、
こ

こ
は「
自
署
・
押
印
」で
有
効
な
も

の
を
作
成
し
ま
し
ょ
う
。

監
修
／
津
田
司
法
書
士
事
務
所

0
3（
5
9
5
3
）5
6
2
1

w
w

w.tsuda-kz.com

織田信長

徳川家康

豊臣秀吉
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本年10月に事務所を移転いたしました

せいわライフサービス

桜
通
り

0120-802-109
ハーモニー トウキュウ

プロの
お仕事

排気口

給気口

〈訂正〉

た
ば
こ
を
吸
わ
れ
る
方
、吸
わ
れ
な
い
方
が

　
　
　
　
　

 

共
存
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て

｢日本たばこ産業株式会社｣

前回16号の「愛犬・愛猫との出会いと別れ」で、吾輩は、野良で
雄の黒猫と記しましたが、読者の方から、吾輩は、「黄がかった淡
い灰色にまだらがある」との指摘を受けました。確かに、原典では、
「黄を含める淡灰色に漆のごとき斑入りの皮膚を有し・・」とありま
す。ここに謹んで訂正いたします。　　　     ユーカリ通信編集室

〈
分
煙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
〉

日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社 

お
客
様
相
談
セ
ン
タ
ー

0
1
2
0（
1
9
8
）5
0
4

受
付
時
間
／
平
日
9
：
00
〜
17
：
40
　

ユーカリ通信   4

TEL:03-3780-9991 FAX:03-3780-9990
http://www.seiwa-life.co.jp

せいわライフサービス株式会社
〒150-0031東京都渋谷区桜丘町15-8-103

思いどおりの「お見送り」をお考えのあなたへ

「想い」づくりのお手伝いをいたします。
■家族葬、音楽葬などの自由葬、伝統葬儀（仏式、神道、キリスト

教）、火葬場葬、社葬、ホテルメモリアルなど。
■「自己決定支援センター」では、ライフプラン、葬儀プラン、遺言

作成、相続手続など専門スタッ
　フが親身にご相談を承ります。
■お祝い花、お弔い花の全国
　配達。
■ユーカリの会（入会金・年会
　費なし）入会受付中。

松下朝子（神奈川県相模原市）

吉
田
祐
介

東
京
支
社  

社
会
環
境
推
進
担
当  

分
煙
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

私
た
ち
J
T
は
、た

ば
こ
を
吸
わ
れ
る
方
、

吸
わ
れ
な
い
方
が
お
互

い
に
気
持
ち
よ
く
共
存
で
き
る
社
会

を
目
指
し
て
お
り
、オ
フ
ィ
ス
や
商
業

施
設
、飲
食
店
、宿
泊
施
設
な
ど
、

様
々
な
事
業
者
の
皆
様
か
ら
の
分
煙

に
関
す
る
ご
相
談
、ご
質
問
を
お
受

け
す
る「
分
煙

コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
」を
無
償

で
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

分
煙
と
い
っ
て
も「
喫
煙
ス
ペ
ー

ス
を
設
置
す
る
」、「
喫
煙
エ
リ
ア
と

非
喫
煙
エ
リ
ア
で
分
け
る
」、「
壁
で

仕
切
る
」な
ど
様
々
な
手
法
が
あ
り
、

喫
煙
場
所
か
ら
非
喫
煙
場
所
へ
た
ば

こ
の
煙
や
ニ
オ
イ
を
漏
ら
さ
な
い
た

め
に
は
、非
喫
煙
場
所
か
ら
喫
煙
場

所
へ
向
か
う
空
気
の
流
れ
を
作
る
こ

と
が
必
要
で
す
。ま
た
飲
食
店
に
お

い
て
は
、時
間
帯
に
よ
っ
て
喫
煙
や

禁
煙
と
い
っ
た
ル
ー
ル
を
変
更
す
る

「
時
間
分
煙
」や
店
頭
に「
喫
煙
可
」

「
分
煙
」「
禁
煙
」な
ど
の
店
内
の
喫
煙

ル
ー
ル
を
ス
テ
ッ
カ
ー
で
表
示
す
る

分
煙
手
法
も
あ
り
ま
す
。

実
際
に
は
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、個
々
の
施
設

に
適
し
た
分
煙
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

も
し「
ど
の
よ
う
に
分
煙
す
れ
ば

良
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」「
喫
煙
ス

ペ
ー
ス
か
ら
の
ニ
オ
イ
や
煙
の
漏

れ
を
防
止
す
る
方
法
を
教
え
て
ほ

し
い
」な
ど
、分
煙
に
関
す
る
ご
相
談

に
つ
き
ま
し
て
は
弊
社
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

喫
煙
に
関
す
る
社
会
の
状
況
は

年
々
変
化
し
て
お
り
ま
す
が
、私
た

ち
分
煙
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
こ
れ
か
ら

も
皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
！

スコッチモルトと
　       スイッチョン
スコッチモルトと
　       スイッチョン

せいわライフの故 岡道明前社長とのご縁で、16年前に主人
は母の葬儀をお願いしました。その後、ユーカリ会員として自分の
旅立ちの時を想定して、生前予約を周到に行っていました。時に
はせいわライフの担当者を自宅に招き、好物のスコッチ談義に花
を咲かせました。主人は学生時代からバスケットボールで鍛えた
屈強な人だったので、予期せぬ病で体調を崩し、その日を迎えた
ことには今も驚いています。本人が予約した家族葬が、いつの間
にか息子の希望で大勢の弔問客を迎える大きな葬儀となりまし
た。多くの友人の方にご挨拶ができ、本当によかったと思いまし
た。
葬儀後に、元の職場の社長から主人が会社の仲間に宛てた

「お願いの言葉」の一文をいただきました。
1. 明るい人間関係を作って職場を楽しくしてください（人間　

　尊重）
2. 仕事は手を抜かないでください（全力投球）
3. 正しいと思った事、世の中の役に立つ事を優先してくだ　

　さい（社会正義）
主人らしい律儀さがうか

がえて、微笑ましくもあり、
誇らしくもあります。
葬儀が終わって2日後

の雨のふりしきる日、自宅
マンションの6階の玄関に
生まれてホヤホヤの小さな
スイッチョンがとまっていま
した。ドアを開けるのが怖
くてその日の外出を取りや
め、一日無事過ごすことができました。主人がそのスイッチョンに
身を変えて、私の外出を止めさせたのではと思いながら、翌朝覗
いてみると、その姿がいなくなっていました。
お別れの時に少し残したスコッチが恋しくて、立ち寄ったのかと

も思ったりしています。
せいわライフとスイッチョンに乾杯 !!

スイッチョン＝バッタ
私はこの虫に恐ろしい幼児体験があり、見つけると足が一歩も
出ないことを主人はよく知っております。（ ）


